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ロ

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
四
号
と
五
号

を
結
ん
だ
線
、
標
柱
五
号
と
六
号
を
昭
和
五
十
九

年
建
設
省
告
示
第
七
百
五
号
で
指
定
し
た
同
号
四

に
掲
げ
る
土
地
の
境
界
に
沿
っ
て
結
ん
だ
線
及
び

標
柱
四
号
と
六
号
を
昭
和
十
五
年
内
務
省
告
示
第

五
百
六
十
三
号
で
指
定
し
た
滝
沢
川
に
掲
げ
る
土

地
の
境
界
線
に
沿
っ
て
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土

地
の
区
域

新
潟
県
南
魚
沼
郡
湯
沢
町
湯
沢

字
滝
沢

四
四
五
地
先
河
川
敷

四
号

四
四
五
番

五
号

四
四
四
番

六
号

ハ

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
七
号
か
ら
十

四
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の

区
域
（
昭
和
十
五
年
内
務
省
告
示
第
五
百
六
十
三

号
で
指
定
し
た
滝
沢
川
に
掲
げ
る
土
地
の
区
域
、

昭
和
四
十
年
建
設
省
告
示
第
二
千
九
百
十
四
号
で

指
定
し
た
滝
沢
川
に
掲
げ
る
土
地
の
区
域
及
び
昭

和
五
十
九
年
建
設
省
告
示
第
七
百
五
号
で
指
定
し

た
同
号
四
に
掲
げ
る
土
地
の
区
域
を
除
く
。）

新
潟
県
南
魚
沼
郡
湯
沢
町
湯
沢

字
西
山

三
二
六
五
番
一

七
号
か
ら
十
四

号

ニ

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
十
五
号
と
十

六
号
を
結
ん
だ
線
、
標
柱
十
六
号
と
十
七
号
を
昭

和
十
五
年
内
務
省
告
示
第
五
百
六
十
三
号
で
指
定

し
た
滝
沢
川
に
掲
げ
る
土
地
の
境
界
線
に
沿
っ
て

結
ん
だ
線
及
び
標
柱
十
五
号
と
十
七
号
を
昭
和
五

十
九
年
建
設
省
告
示
第
七
百
五
号
で
指
定
し
た
同

号
四
に
掲
げ
る
土
地
の
境
界
線
に
沿
っ
て
結
ん
だ

線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

新
潟
県
南
魚
沼
郡
湯
沢
町
湯
沢

字
滝
沢

三
四
七
一
番
三

十
五
号

四
五
二
番
二

十
六
号

四
五
一
番
三
地
先
河
川
敷

十
七
号

三
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

保
倉
川

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
三
号

ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
三
号
を
平

成
十
七
年
国
土
交
通
省
告
示
第
八
百
八
十
五
号
で
指

定
し
た
土
地
の
境
界
線
に
沿
っ
て
結
ん
だ
線
に
囲
ま

れ
た
土
地
の
区
域

新
潟
県
上
越
市
大
島
区
菖
蒲

字
仙
ノ
脇

七
四
六
二
番
一
四

一
号

七
四
〇
八
番
一
〇

二
号

七
三
七
一
番

三
号

四
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

諏
訪
川

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
三
号

ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
三
号
を
平

成
十
八
年
国
土
交
通
省
告
示
第
七
百
十
八
号
で
指
定

し
た
同
号
九
の
境
界
線
に
沿
っ
て
結
ん
だ
線
に
囲
ま

れ
た
土
地
の
区
域

新
潟
県
佐
渡
市
片
野
尾

字
大
ヶ
坂

一
〇
五
五
番
一

一
号
及
び
二
号

字
六
郎
山

一
〇
八
九
番
一

三
号

五
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

大
仏
川

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
四
号

ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
四
号
を
昭

和
三
十
八
年
建
設
省
告
示
第
千
二
百
四
十
五
号
で
指

定
し
た
大
仏
川
の
土
地
の
境
界
線
に
沿
っ
て
結
ん
だ

線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

新
潟
県
佐
渡
市
相
川
羽
田
村

一
二
八
番
三

一
号
及
び
四
号

一
二
七
番
二

二
号
及
び
三
号

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
五
号

次
の
船
舶
国
籍
証
書
は
無
効
と
な
っ
た
の
で
、
船
舶
法

施
行
細
則
（
明
治
三
十
二
年
逓
信
省
令
第
二
十
四
号
）
第

四
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
一
月
五
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

証
書
番
号

証
書
の

日
付

船
舶

番
号

船
名

平
成

A
1
0
1
9
1
6
7

2
2
.
2
.
2
6

1
3
4
5
8
8
ド
リ
ー
ム
ル
ビ
ー

A
1
0
1
9
1
6
9

2
2
.
2
.
2
6

1
3
1
4
1
0
ド
リ
ー
ム
ア
ク
ア
マ

リ
ン

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
六
号

次
の
船
舶
国
籍
証
書
を
無
効
と
し
た
の
で
、
船
舶
法
施

行
細
則
（
明
治
三
十
二
年
逓
信
省
令
第
二
十
四
号
）
第
四

十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
一
月
五
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

証
書
番
号

証
書
の

日
付

船
舶

番
号

船
名

平
成

1
2
1
9

1
3
.
7
.
5

1
3
2
8
9
9
第
六
十
三
幸
漁
丸

2
8
1
5
2

1
3
.
1
0
.
3
0

1
1
2
8
7
2
第
二
昭
南
丸

A
0
4
2
1
1
1
3

1
6
.
3
.
2
5

1
2
7
0
9
3
第
六
十
八
善
龍
丸

A
0
6
1
0
1
3
8

1
8
.
3
.
2
0

1
2
8
5
6
8
第
三
十
八
大
三
丸

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
七
号

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

五
十
四
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
七
十
六
条
の
十
に
お
い

て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
法
第
四
十
四
条
の
規
定
に
基

づ
き
、
登
録
建
築
物
調
査
機
関
か
ら
建
築
物
調
査
の
業
務

を
行
う
事
業
所
の
所
在
地
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の

で
、
同
法
第
七
十
六
条
の
十
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用

す
る
同
法
第
五
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公

示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
一
月
五
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

一

登
録
建
築
物
調
査
機
関
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

ビ
ュ
ー
ロ
ー
ベ
リ
タ
ス
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

神
奈

川
県
横
浜
市
中
区
山
下
町
一
番
地
シ
ル
ク
ビ
ル

二

変
更
す
る
年
月
日

平
成
二
十
四
年
一
月
四
日

三

変
更
後
の
建
築
物
調
査
の
業
務
を
行
う
事
業
所
の
所

在
地横

浜
事
務
所

神
奈
川
県
横
浜
市
西
区
高
島
二
丁
目

十
九
番
十
二
号

川
崎
事
務
所

神
奈
川
県
川
崎
市
川
崎
区
駅
前
本
町

十
番
地
五

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
八
号

補
助
事
業
者
等
が
補
助
事
業
等
に
よ
り
取
得
し
、
又
は

効
用
の
増
加
し
た
財
産
の
う
ち
処
分
を
制
限
す
る
財
産
及

び
補
助
事
業
等
に
よ
り
取
得
し
、
又
は
効
用
の
増
加
し
た

財
産
の
処
分
制
限
期
間
を
定
め
た
件
（
平
成
二
十
二
年
国

土
交
通
省
告
示
第
五
百
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
し
た
の
で
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
一
月
五
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

別
表
補
助
金
等
の
名
称
の
欄
中
「
踏
切
保
安
設
備
整
備

費
補
助
金
」
の
次
に
「
東
日
本
大
震
災
鉄
道
施
設
災
害
復

旧
費
補
助
金
」
を
加
え
、「
鉄
道
施
設
総
合
安
全
対
策
事
業

費
補
助
金
」
の
次
に
「
広
域
物
資
拠
点
施
設
整
備
費
補
助

金
」
を
加
え
、「
地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
改
善
事
業
費
補

助
金
」
を
「
地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
改
善
事
業
費
補
助

金
（
中
古
車
両
を
購
入
し
た
場
合
を
除
く
。）」に
改
め
る
。

四
の
う
ち
「
減
価
償
却
資
産
の
耐
用
年
数
等
に
関
す
る

省
令
（
昭
和
四
十
年
大
蔵
省
令
第
十
五
号
」の
下
に「
。
以

下
「
省
令
」
と
い
う
。）」
を
加
え
る
。

四
の
次
に
次
を
加
え
る
。

五

地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
改
善
事
業
費
補
助
金
に
よ

り
取
得
し
た
中
古
車
両
に
つ
い
て
は
省
令
第
三
条
第
一

項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
基
づ
き
計
算
を
し
た
年
数
を

処
分
制
限
期
間
と
す
る
。

附

則

一

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
平
成
二

十
三
年
度
以
降
の
補
助
金
等
に
係
る
財
産
か
ら
適
用

す
る
。

二

平
成
二
十
二
年
度
以
前
の
補
助
金
等
で
平
成
二
十

三
年
度
以
降
に
繰
り
越
さ
れ
た
も
の
に
係
る
財
産
に

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
九
号

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の

規
定
に
よ
り
、
同
条
の
土
地
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の

で
、
砂
防
法
施
行
規
程
（
明
治
三
十
年
勅
令
第
三
百
八
十

二
号
）
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
一
月
五
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

一
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

石
打

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
六
号

ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
六
号
を
結

ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域
並
び
に
標
柱
一
号

と
六
号
を
結
ん
だ
線
か
ら
魚
野
川
合
流
点
ま
で
の
区

間
の
石
打
渓
流
の
中
心
線
か
ら
左
右
各
岸
十
メ
ー
ト

ル
ま
で
の
土
地
の
区
域

新
潟
県
南
魚
沼
市
石
打

字
江
頭

八
二
〇
番

一
号

字
ø
沢

八
〇
〇
番

二
号

字
牛
ヶ
平

八
〇
一
番

三
号

字
土
堂

一
〇
二
五
番

四
号

一
〇
一
二
番

五
号

字
鎌
止
々

八
三
四
番
四
二

六
号

二
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

滝
沢
川

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

イ

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
三

号
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
三
号
を
昭

和
十
五
年
内
務
省
告
示
第
五
百
六
十
三
号
で
指
定

し
た
滝
沢
川
に
掲
げ
る
土
地
の
境
界
線
に
沿
っ
て

結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

新
潟
県
南
魚
沼
郡
湯
沢
町
湯
沢

字
滝
沢

四
三
三
番
二

一
号

四
三
五
番
二

二
号

四
三
八
番
二
地
先
河
川
敷

三
号
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